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特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
太
平
湖
及
び

ノ
ロ
川
上
流
一
帯
は
、
ク
マ
ゲ
ラ
の
採
ª
跡
、
営
巣

木
等
が
比
較
的
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ク
マ
ゲ
ラ

の
繁
殖
の
場
又
は
採
ª
の
場
と
し
て
重
要
な
森
林
環

境
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
当
該
鳥
獣
保
護
区
の

中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟

の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生

息
す
る
ク
マ
ゲ
ラ
を
始
め
と
す
る
希
少
鳥
類
及
び
そ

の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

_

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

イ

希
少
鳥
類
生
息
地
の
保
護
区
と
し
て
、
ク
マ
ゲ

ラ
、
ク
マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
等
の
希
少
鳥
類
の
保

護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

ロ

鳥
獣
保
護
区
管
理
員
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
及

び
生
息
環
境
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
保

全
対
策
を
講
じ
る
。

ハ

違
法
捕
獲
防
止
及
び
制
札
の
維
持
管
理
の
た

め
、
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
に
よ
る
定
期
的
な
巡
視

を
行
う
。

ニ

鳥
類
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
動
、

ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
へ
の
影
響
を

防
止
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
等
と
協
力
し
て

利
用
者
及
び
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発
を
行
う
。

ホ

森
吉
山
野
生
鳥
獣
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

鳥
類
の
生
息
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
環
境
学

習
の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

ヘ

関
係
行
政
機
関
で
構
成
さ
れ
る
森
吉
山
野
生
鳥

獣
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
通
じ
て
、
情
報
共
有

及
び
連
携
の
確
保
に
努
め
る
。

当
該
区
域
は
、
天
敵
が
い
な
い
こ
と
、
周
囲
は
対

馬
海
流
が
分
岐
す
る
海
域
で
あ
り
、
鳥
類
の
ª
と
な

る
魚
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ

ギ
ド
リ
、
カ
ツ
オ
ド
リ
等
の
水
鳥
の
集
団
繁
殖
地
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生

動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法

律
第
七
十
五
号
）
に
基
づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物

種
に
指
定
さ
れ
、
南
西
諸
島
及
び
男
女
群
島
の
森
林

の
み
に
生
息
す
る
ア
カ
ヒ
ゲ
を
始
め
、
文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
基
づ

く
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
ラ
ス
バ
ト
等

が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
主
に
多
様
な
鳥
類
の

集
団
繁
殖
地
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該

区
域
を
集
団
繁
殖
地
の
保
護
区
と
し
て
、
鳥
獣
の
保

護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該

区
域
に
生
息
す
る
こ
れ
ら
の
鳥
類
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

専
門
家
の
同
行
の
下
、
鳥
類
の
生
息
状
況
調
査

及
び
巡
視
を
行
い
、
当
該
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ロ

関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
鳥
類
の
繁
殖

地
及
び
生
息
地
と
し
て
の
適
正
な
保
全
を
図
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

鳥
類
の
生
息
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
現

場
巡
視
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息
環

境
の
把
握
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
保
全
対
策
を

講
じ
る
。

ロ

当
該
区
域
は
大
都
市
近
郊
に
位
置
し
、
地
域
住

民
の
生
活
圏
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係

地
方
公
共
団
体
、
関
係
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
協
力
し

つ
つ
、
干
潟
環
境
の
改
善
の
た
め
、
ア
オ
サ
の
除

去
、ご
み
拾
い
等
の
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

野
鳥
観
察
等
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

の
利
用
を
進
め
る
。

ハ

周
辺
農
地
に
お
い
て
、
野
鳥
に
よ
る
食
害
等
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、

農
業
者
等
か
ら
な
る
懇
談
会
に
お
い
て
、
鳥
獣
保

護
区
及
び
周
辺
農
業
区
域
の
適
正
な
保
護
管
理
に

関
す
る
検
討
、情
報
交
換
及
び
連
絡
調
整
を
行
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
対
応
措
置
等
を
検
討
す
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
九
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面

は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

一

名
称

和
白
干
潟
・
多
々
良
川
河
口
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

福
岡
県
福
岡
市
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
博
多
湾
東
部
に
位
置
す
る
和
白
干

潟
及
び
そ
の
前
面
海
域
並
び
に
福
岡
市
東
区
を
流
れ

る
多
々
良
川
の
河
口
域
で
、
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
地
域
の
渡
り
経
路
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
ガ
ン
・
カ
モ
類
等
の
多

数
の
渡
り
鳥
が
渡
来
す
る
。
特
に
春
秋
の
渡
り
の
時

期
及
び
越
冬
の
時
期
に
は
シ
ロ
チ
ド
リ
、ト
ウ
ネ
ン
、

ハ
マ
シ
ギ
等
の
多
数
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
が
渡
来

し
、
採
ª
等
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

環
境
省
が
作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ツ
ク
シ
ガ
モ
、
ズ
グ
ロ

カ
モ
メ
等
の
希
少
種
も
渡
来
し
て
い
る
。
ク
ロ
ツ
ラ

ヘ
ラ
サ
ギ
は
、
毎
年
主
に
十
一
月
か
ら
三
月
の
間
に

冬
鳥
又
は
旅
鳥
と
し
て
渡
来
し
、
ツ
ク
シ
ガ
モ
及
び

ズ
グ
ロ
カ
モ
メ
は
、
毎
年
主
に
十
二
月
か
ら
三
月
の

間
に
冬
鳥
と
し
て
渡
来
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
全
国
的
及
び
国
際
的

見
地
か
ら
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
始
め
と
す
る
渡
り
鳥

の
中
継
地
又
は
越
冬
地
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第

二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

し
、
当
該
区
域
に
渡
来
す
る
渡
り
鳥
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
百
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
更

新
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

更
新
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面

は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

一

名
称

男
女
群
島
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

長
崎
県
五
島
市
所
在
の
男
島
、
ク
ロ
キ
島
、
寄
島
、

ハ
ナ
グ
リ
島
及
び
女
島
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
五
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
長
崎
県
五
島
市
に
属
し
、
五
島
列

島
の
福
江
島
か
ら
南
南
西
の
海
上
約
七
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
島
嶼し

よ

群
で
あ
る
。
男
島
、
ク
ロ
キ

島
、
寄
島
、
ハ
ナ
グ
リ
島
及
び
女
島
で
構
成
さ
れ
、

総
面
積
は
四
百
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
島
の
周

囲
は
高
い
海
ùし
よ
く

崖
で
形
成
さ
れ
、
上
陸
で
き
る
海

岸
は
男
島
及
び
女
島
の
数
カ
所
し
か
な
く
、
現
在
は

無
人
島
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
気
候
が
温
暖
で
降

水
量
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
タ
ブ
、
モ
ク
タ
チ
バ
ナ

等
の
照
葉
樹
で
構
成
さ
れ
る
密
林
が
発
達
し
て
い

る
。

〇
環
境
省
告
示
第
百
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
男
女
群
島
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次
の

よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面

は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

一

名
称

男
女
群
島
特
別
保
護
地
区

二

区
域

長
崎
県
五
島
市
所
在
の
男
島
、
ク
ロ
キ
島
、
寄
島
、

ハ
ナ
グ
リ
島
及
び
女
島
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
五
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
長
崎
県
五
島
市
に
属
し
、
五
島
列

島
の
福
江
島
か
ら
南
南
西
の
海
上
約
七
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
島
嶼し

よ

群
で
あ
る
。
男
島
、
ク
ロ
キ

島
、
寄
島
、
ハ
ナ
グ
リ
島
及
び
女
島
で
構
成
さ
れ
、

総
面
積
は
四
百
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
島
の
周

囲
は
高
い
海
ùし

よ
く

崖
で
形
成
さ
れ
、
上
陸
で
き
る
海

岸
は
男
島
及
び
女
島
の
数
カ
所
し
か
な
く
、
現
在
は

無
人
島
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
気
候
が
温
暖
で
降

水
量
も
豊
富
な
こ
と
か
ら
、
タ
ブ
、
モ
ク
タ
チ
バ
ナ

等
の
照
葉
樹
で
構
成
さ
れ
る
密
林
が
発
達
し
て
い

る
。
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